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　「
保
険
士
」
は
同
協
会
が

商
標
と
し
て
権
利
を
有
す
る

称
号
。
同
協
会
で
は
、
保
険

仲
立
人
と
し
て
実
践
で
の
経

験
を
通
じ
て
専
門
職
業
人
と

し
て
錬
成
さ
れ
た
人
に
「
保

険
士
」
の
称
号
を
認
定
付
与

す
る
こ
と
で
、
保
険
仲
立
人

資
格
制
度
と
相
乗
し
、
有
為

な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を

育
成
す
る
一
助
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い

る
。

　
応
募
条
件
は
①
同
協
会
が

実
施
し
て
い
る
損
害
保
険
仲

立
人
試
験
と
生
命
保
険
仲
立

人
試
験
の
両
方
に
合
格
し
て

「
保
険
仲
立
人
資
格
」
の
認

定
を
取
得
し
、
有
効
期
限
内

で
あ
る
こ
と
②
応
募
時
点

で
、
資
格
取
得
日
（
損
保
と

生
保
で
取
得
日
が
異
な
る
場

合
は
新
し
い
方
の
日
付
）
か

ら
３
年
以
上
経
過
し
て
お

り
、
保
険
仲
立
人
登
録
者
と

し
て
保
険
仲
立
人
業
務
に
３

年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
し

て
い
る
こ
と
―
の
２
点
。

　
実
務
経
験
と
し
て
は
、
保

険
仲
立
人
業
務
だ
け
に
限
定

せ
ず
、
一
般
企
業
な
ど
で
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
連
業

務
に
従
事
し
た
経
験
も
含
め

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
認
定
申
請
に
当
た
っ
て
は

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
保

険
に
係
る
課
題
や
展
望
に
関

し
て
、
自
ら
の
実
務
経
験
を

踏
ま
え
業
界
の
発
展
や
課
題

解
決
に
寄
与
す
る
よ
う
な
論

考
を
小
論
文
と
し
て
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
。
小
論
文
は

外
部
有
識
者
２
人
、
協
会
の

理
事
３
人
の
合
計
５
人
の
審

査
委
員
で
構
成
さ
れ
る
審
査

委
員
会
で
審
査
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
２
０
１
８
年
度

の
外
部
審
査
委
員
は
、
東
京

経
済
大
学
経
営
学
部
教
授
の

米
山
高
生
氏
、
の
ぞ
み
総
合

法
律
事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
弁

護
士
・
Ｃ
Ｆ
Ｅ
の
吉
田
桂
公

氏
が
務
め
る
。

　
保
険
士
認
定
の
有
効
期
限

は
３
年
だ
が
、
保
険
仲
立
人

資
格
の
有
効
期
限
内
で
あ
る

こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
18
年
度
に
保
険
士
認

定
申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
、

18
年
度
末
ま
で
に
更
新
研
修

を
受
講
し
て
19
年
１
月
か
ら

21
年
12
月
ま
で
「
保
険
仲
立

人
資
格
」
を
更
新
し
た
場
合

は
保
険
士
の
認
定
も
同
じ
く

21
年
12
月
ま
で
有
効
と
な

る
。

　
認
定
者
は
特
典
と
し
て
、

同
協
会
主
催
の
研
修
会
等
の

参
加
料
が
減
免
さ
れ
る
。
ま

た
同
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
氏
名
等
が
掲
載
さ
れ
る

他
、
名
刺
に
保
険
士
の
称
号

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
「
保
険
士
」
の
称

号
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
保
険
仲
立
人
業
務
に
携

わ
っ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ

る
。

　
保
険
士
と
い
う
称
号
を
つ

く
る
こ
と
で
、
生
損
保
の
保

険
仲
立
人
資
格
を
持
っ
た
人

た
ち
が
さ
ら
に
切
磋
琢
磨

（
せ
っ
さ
た
く
ま
）
し
て
い

く
土
壌
が
で
き
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
総
合
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
で
あ
る
保
険
仲
立

人
の
役
割
と
機
能
へ
の
理
解

を
深
め
、
保
険
仲
立
人
の
水

準
の
向
上
に
努
め
、
そ
の
社

会
的
意
義
を
高
め
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
制

度
を
導
入
し
た
協
会
の
狙

い
。
こ
う
し
た
思
い
は
、
英

文
名
の
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
リ
ス
ク
＆
イ
ン
シ
ュ

ア
ラ
ン
ス
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
」
か
ら
も
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
保
険
仲
立
人
制
度
が
導
入

さ
れ
た
１
９
９
７
年
か
ら
21

年
。
同
協
会
で
は
、
日
本
に

お
け
る
保
険
仲
立
人
の
立
ち

位
置
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
る

施
策
と
し
て
「
保
険
士
」
の

認
定
を
推
進
し
て
い
く
考
え

だ
。

　
大
同
生
命
は
９
月
10

日
、
契
約
者
向
け
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
」
を
生
命
保

険
や
パ
ソ
コ
ン
に
不
慣
れ

な
人
で
も
利
用
し
や
す
い

画
面
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。

　
生
命
保
険
や
パ
ソ
コ
ン

に
不
慣
れ
で
も
直
感
的
に

操
作
で
き
る
よ
う
デ
ザ
イ

ン
を
見
直
し
た
他
、
シ
ニ

ア
や
障
が
い
の
あ
る
人
で

も
不
自
由
な
く
利
用
で
き

る
よ
う
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の

適
合
レ
ベ
ル
Ａ
を
参
考
に

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
、
利
用
環
境
に
応
じ
た

デ
ザ
イ
ン
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
を
適
用
す
る
な
ど
の

改
訂
を
行
っ
た
。

　
同
社
の
保
険
に
加
入
の

契
約
者
が
生
命
保
険
の
手

続
き
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

無
料
で
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
生
命
保
険
の
手

続
き
と
し
て
、
保
険
契
約

の
内
容
照
会
や
各
種
案
内

の
照
会
、
保
険
契
約
の
変

更
や
支
払
い
の
請
求
手
続

き
が
で
き
る
他
、
「
Ｗ
ｅ

ｂ
―
Ａ
Ｔ
Ｍ
」
で
契
約
者

貸
付
金
の
借
り
入
れ
等
で

最
短
で
手
続
き
日
の
当
日

中
に
資
金
を
受
け
取
れ
る

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
。

　
そ
の
他
、
「
Ｔ
＆
Ｄ
ク

ラ
ブ
オ
フ
」
で
会
員
料
金

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
他
、
健
康
支
援
サ
ー
ビ

ス
、
経
営
に
役
立
つ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ

が
あ
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」を
刷
新

シ
ニ
ア
向
け
デ
ザ
イ
ン
採
用

「
保
険
士
」認
定
制
度
導
入

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成
の
一
助
に
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損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

は
、
10
月
１
日
付
で
次
の
役

員
人
事
を
行
う
。

　
▽
執
行
役
員
広
報
部
長

（
執
行
役
員
広
報
部
長

〈
兼
〉
Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
長
）
青
木

潔　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

　（
10
月
１
日
）
ビ
ジ
ネ
ス

デ
ザ
イ
ン
戦
略
部
特
命
部
長

（
企
画
開
発
部
担
当
部
長
）

木
村
彰
宏
▽
Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
長

（
Ｅ
ｎ
ｄ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｓ
ｅ

ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
ｓ
〈
部
長
扱

い
〉
）
越
川
志
穂
▽
リ
テ
ー

ル
商
品
業
務
部
特
命
部
長

（
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
戦
略

部
特
命
部
長
）
堀
江
裕
志
▽

Ｅ
ｎ
ｄ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｂ

ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｓ
ｅ
ｒ

ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
ｓ
〈
部
長
扱
い
〉

（
企
業
営
業
第
六
部
長
）
饗

庭
理
理
▽
企
業
営
業
第
六
部

長
（
名
古
屋
企
業
営
業
部

長
）
坂
口
智
也
▽
名
古
屋
企

業
営
業
部
長
（
リ
テ
ー
ル
商

品
業
務
部
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
）
平
野
貴
之

人
事
異
動

役
員
人
事

大同生命

　
一
般
社
団
法
人
日
本
保
険
仲
立
人
協
会
は
７
月
31
日
、
「
保
険
士
」
認
定
制
度
の
設
立
を
発
表
し
た
。
同

制
度
は
、
保
険
仲
立
人
資
格
者
（
損
保
資
格
と
生
保
資
格
の
両
方
を
持
つ
人
）
で
、
実
務
経
験
を
通
し
て
実

践
力
と
専
門
職
業
人
と
し
て
の
見
識
を
養
っ
た
〝
保
険
と
リ
ス
ク
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
〟
と
言
え
る
人
に
対
し
て
、
「
保
険
士
」
の
称
号
を
同
協
会
が
認
定
す
る
も
の
。
同
協
会
の
平
賀
暁
理
事

長
は
「
保
険
士
の
認
定
に
よ
っ
て
保
険
仲
立
人
業
務
に
従
事
す
る
人
が
、
一
層
の
自
己
研
さ
ん
に
励
み
、
実

践
業
務
を
通
し
て
社
会
全
体
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
、
保
険
活
用
の
高
度
化
、
効
率
化
の
促
進

に
こ
れ
ま
で
以
上
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
」
と
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ッ
プ
画
面
（
Ｐ
Ｃ
用
）


